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RIRへの年間分配量の推移
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全IPv4アドレス空間の分配状況

Distribution of 256 /8 blocks of IPv4 address

Central Registry - 41

Various Registries - 49

AfriNIC - 2

APNIC - 26

ARIN - 29

LACNIC - 6

RIPE NCC - 26

IANA - Reserved - 41

IANA - Private Use - 1

IANA - Reserved
[RFC3330] - 2

IANA - Multicast - 16

IANA - Reserved ClassE -
16

(2008年4月22日現在 http://www.iana.org/assignments/ipv4-address-space)

フリープール
/8 * 41

黎明期の単一組織への割り当て

複数RIRで共有されている/8
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IPv4アドレス在庫枯渇問題に関する検討報告書
（第一次）

IPv4アドレス在庫枯渇対応アップデート
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エグゼクティブサマリ

分配可能なIPv4アドレスの在庫枯渇は確実。予想年は2010-11年

インターネットが止まるわけではないが、インターネットの拡張が止まる

利用者や機器ベンダは事業者の
対応によって影響を受ける

適切な対応をとらないとどうなるか？

事業者が拡張できなくなる
（新規顧客・新規エリア・新サービス）

誰への影響か？

事業者としての対応策は何か？その評価は？

(1)IPv4アドレスの確保
(自網でのやりくりなど）

(2)IPv4 ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ＋NAT
の利用

(3)IPv6の導入

需要を示す経済指標を元に再検証

事業者はいずれ
かの対応が必要

確保できた事業者には最も円滑
な対応策
左記の回収、再分配の実現によ
り、アドレスが確保できる可能性も
ある

中規模以下の事業者では運用実
績あり
大規模事業者への適用には課題
あり。サービスがデグレードする
難点あり

唯一、永続的かつ全ての事業者
に適用可能な対応策
コストなど、実現のための課題が
ある

JPNICにおける今後の対応

(B)
分配済み未利用IPv4アドレスの
回収・再在庫化、再分配の検討

(A)
IPv6の普及推進に関する検討

(C)
利用者の意見を反映するため

の施策の検討

利用者が問題を
正しく知る
ことは重要

レジストリができ
ることは何か？

(0)未利用アドレスの回収・
再在庫化および再分配

従来のアドレス管理ルールから考
えて最も妥当な対応策
実効性は不透明なものの、レジス
トリとして継続して検討する必要
のある対応策である
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JPNICにおける今後の対応（１）

• (A) IPv6の普及推進に関する検討 （(3)に対する対応）

– (0)、(1)、（2)は、どれも限定的な対応策であり、インターネット
の健全な発展を考慮した場合には(3)の課題をしっかり認識し
てその解決に向けた努力をしていかなければいけない

– 事業者におけるIPv6導入に掛かる課題の解決を促進し、既存
のIPv4ネットワークとの相互接続（トランスレータ、デュアルス
タック化など）を含め、IPv6インターネットを利用者が安心して
使えるような環境の実現に向けて関係組織との連携・協調を
強化する

• IPv6自体の技術的課題
– 技術要素，機器開発，
– ネットワーク運営

• IPv4インターネットとの並存に関する
課題

– トランスレータの標準仕様の調査
研究等

– 既存IPv4ホストのデュアルスタック
化推進

• 普及推進上の課題
– 事業者におけるIPv6導入インセンティブ
向上，導入シナリオ，

– コスト試算，リスク分析
– 国際動向調査

• クロスポイントの推定
• 具体的対応例

– 中小事業者におけるIPv6導入コストのモ
デル調査

– IPv6ネットワーク運営に関するマニュア
ル作成
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JPNICにおける今後の対応（２）

• (B) 分配済み未利用IPv4アドレスの回収・再在庫化、再分配の検討
（(0)に対する対応）
– 資源の有効利用、IPv6の本格普及までの過渡的対応としては有効であ
るため、今後、よりきちんとした検討をしていく必要がある

– 回収・再在庫化、再分配に関する諸課題の検討
• 回収のためのリナンバ等のコスト負担の問題
• アドレスの細分化と経路制御に関する問題

– 回収・再在庫化、再分配ルール作りのためのグローバルな議論

• (C) 利用者の意見を反映するための施策の検討
– 利用者への情報提供による認知度向上を中心に、関連団体との連携
で施策の検討と実施

• その他
– 枯渇期・枯渇後におけるアドレスポリシー策定・改定



Copyright © 2008 Japan Network Information Center 8

結論

• IPv4アドレス在庫枯渇に対応するにあたって、各事業者
におけるIPv6導入推進が、インターネットの全体的かつ
継続的な成長に対する最も効果的な対応策であろうとい
う認識に至った

• しかしながら、IPv6導入にあたっては残された課題は多
い。関係組織とも連携し、JPNICは解決に向かって努力し
ていく

• IPv4アドレス回収、再分配は限定的ではあるものの一時
的には有効である。ルール確立と諸問題解決のための
検討も併せて進めていく

• 利用者にも適切で的確な周知・情報提供を行い、利用者
の意見が事業者の対応策に盛り込まれるような環境作り
を行う
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第一次検討報告書以降の動き

IPv4アドレス在庫枯渇対応アップデート

2008年4月23日
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総務省「インターネットの円滑なIPv6移行に
関する調査研究会」

• 2007年8月から2008年4月まで開催

• 報告書（案）の公開・パブリックコメント募集
– http://www.soumu.go.jp/s-news/2008/080411_3.html

– パブリックコメントは5月12日まで

• トランスレータ配置に関するアーキテクチャの検討

• 各ステークホルダーに対して2010年までのアクションプラン
を提示

– 事業者にIPv6接続を基本サービスに含めるよう呼びかけ

• アクセス網事業者(コネクティビティ）とISP（リーチャビリティ）
の間で、IPv6接続に関する
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国内関係諸団体

• DISTIXプロジェクト
– IPv6相互接続WGにおいて、DNS，トランスレータ実装な
どの具体的な検討を実施

• IPv6協議会
– IPv6/v4共存WGにおいて、共存環境下の実利用上の問
題点の洗い出しなどに着手

• IAjapan IPv6 デプロイメント委員会
– 課題全貌の分析と関係諸団体の連携の模索
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RIRを中心とした動き

• IPv4終末期ポリシー検討の活発化
– カウントダウン ： 最後の/8 5個を各RIR1つずつ

– 1部のRIRで在庫切れが起きた場合に他のRIRからの調達を
可能にするもの

– 割り振り基準を徐々に厳格化するもの

• アドレス移転ポリシー検討の活発化

• RIR理事会での検討の活発化
– Global, Global-Coordinated 以外に、Inter-RIRポリシ

– RIR, NROに関する取り決めの整備に向けた検討

– 枯渇問題全体に関するリーダーシップのあり方
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JPNICの第2期活動

• 第一次報告書で課題としたものの解決に向けた活動

• 関連諸団体との連携で網羅的な対応を目指す

• 第一次報告書以降に立ち昇った問題への対応

• これらをベースに活動計画中

• 継続的にIPv4アドレス在庫枯渇に関する情報集積
– http://www.nic.ad.jp/ja/ip/ipv4pool/
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